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以下tt要約 (約 10枚で執筆中)

(Ⅲ )国 内関連施設の役割とそれに応じた整備の必要性
・ 原研 (高崎研――将来RegiOnalセ ンターとなる可能性 )

(研修所 )

・ 動燃 (探鉱部門など)

・ 民間および公益法人

(訓練センター)

(工学センター、解析センターなど)

・ 大学 (各大学 )

東大のようなところに途上国との「共同研究」という形で一括予

算計上しておぃて、研修等を行う各大学の途上国協力の経費にあ

てるなどの方法が考えられる。

・ 語学研修 (JAICA、 筑波大 )

(Ⅳ ) その他
ことでは、附随して考慮すべき事項一一たとえば途上国からの研

修生に「資格」を与えることなど――を記述する。さらに途上国

との協力では、相手国の適切な人 (権限、人格)をみつけて、そ
の人との協力の積上げが重要なこと、また日本側としては途上国

協力の担当者 (専任でなくとも)を上記各機関に置 くこと、又日
本からこれらの国へ派遣の人材養成 (適応訓練)の重要性をのベ

る。
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